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市民経済委員会委員長報告書 

平成２９年１２月２０日 
 

 市民経済委員会に付託されました議案３件につきまして、

審査の過程における各委員からの討論及び審査結果につい
て、審査経過順に報告します。 

初めに、議案第９４号 平成２９年度流山市国民健康保険

特別会計補正予算・第２号については、決算的見地から、人
件費の不足分を追加するための所要の補正を行うほか、債務

負担行為の追加を行うもので、既定の歳入歳出予算総額に歳

入歳出それぞれ１０７万円を追加し、予算総額を１９４億 
２，０５０万４千円とするものです。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一

致をもって、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 
次に、議案第９５号 流山市路上喫煙の防止及びまちをき

れいにする条例の一部を改正する条例の制定については、路

上喫煙防止重点区域内の路上喫煙及びたばこの吸い殻のポ
イ捨てについて、過料の規定を直接罰方式に改正するもので

す。 

 本審査の過程におきまして、論点整理のため、議員間の自
由討議が行われましたことを申し添えます。 

 審査の過程における討論として、 

１ ２点要望し、賛成の立場で討論する。 
 当市では、たばこ税としては約８億６千万円の歳入にもの

ぼっており、市税収入の中でも、安定的な財源にもなってい

ることから、市内でたばこを販売する以上は、喫煙者の一定
程度の権利を認めることも許容すべきと考える。 

１．駅周辺の重点区域などに掲げる設置看板のデザインや

色彩に関しては、都市計画課やまちづくり推進課と連携し、
景観を損ねないデザインに図られること。 

２．駅前の路上重点区域における路上喫煙対策のパトロー

ルを行うに際しては、様々なケースのトラブルが想定され
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ることから、それに対応できるようなマニュアルの作成、 

さらには警察との連携、協力体制の構築をしっかり図ること。
がありました。 

採決の結果、全会一致をもって、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

なお、本案可決後、海老原委員から議案第９５号に対する

附帯決議が提出されたため、日程に追加し、議題としました。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果全会一致
をもって原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

最後に、議案第１００号 和解については、東日本大震災

による東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に伴
う損害賠償請求事件に関して、原子力損害賠償紛争解決セン

ターから提示された和解案に基づき和解するものです。 

その概要は、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震
災による東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に

伴い、本市が被った平成２６年３月３１日までの損害につい

て、平成２７年３月２７日に原子力損害賠償紛争解決センタ
ーにあっせんの申立てを行ったところ、平成２９年１１月 

１５日に同センターから和解案が提示されたことから、ここ

同和解案に基づき和解するものです。 
審査の過程における討論として、 

１ 賛成の立場で討論する。 

 長年にわたり根気強く取り組んでいる担当部局に敬意を
表したい。残り分の人件費についても、支払いをいただける

よう更なる努力をお願いする。がありました。 

 採決の結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべきも
のと決定しました。 

以上で市民経済委員会の委員長報告を終わります。 

 


